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◇◇◇ ◇◇◇

新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
！ 

日
増
し
に
暖
か
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
寒
暖
の
差
も
激
し
く
、
体

調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ク
ラ

ス
や
担
任
が
替
わ
る
な
ど
環
境
が
変
化

し
、
緊
張
す
る
場
面
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

一
日
で
も
早
く
学
校
生
活
に
慣
れ
る

た
め
に
、
ご
家
庭
で
十
分
休
養
を
と
り
、

毎
日
元
気
に
登
校
で
き
る
よ
う
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。 

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、
家
庭
と
学
校
・
教
育
委
員
会
、
そ
し

て
地
域
が
、
し
っ
か
り
手
を
携
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◆ 
 

 
 

◆ 
 

 
 

◆ 

「
こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育
」

を
特
集
し
ま
し
た 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
今
年

度
か
ら
小
平
市
立
小
・
中
学
校
全
校
で

取
り
組
む
小
・
中
連
携
教
育
の
内
容
を

2
面
・
3
面
に
記
載
し
ま
し
た
。 

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
お
気
付
き
の
点
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
学
校
、
教
育
委
員
会
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 

〈
指
導
課
〉 

【平成 24 年 4 月 1 日からの小平市立小・中学校の体制（校長・副校長名、敬称略）】 

学校名 校長 副校長  学校名 校長 副校長 

小平第一小学校 石﨑 純一 五十嵐 誠一  小平第十五小学校 熊井 久乃◇ 長澤  力 

小平第二小学校 森  拡司 田中 純一◆  花小金井小学校 古家 義伸 瀬戸  敬 

小平第三小学校 古川 正之 前田  元  鈴木小学校 吉本 裕子 風見 由起夫◆

小平第四小学校 冨  泉 河﨑 晃二  学園東小学校 山田 正樹 内野 宏史 

小平第五小学校 穴澤 智惠子◆ 鍛治田  惠  上宿小学校 海老原  誠 柴田 英文 

小平第六小学校 若林  彰 足立 邦子     

小平第七小学校 岩井 純一郎◆ 奥山 文子◆  小平第一中学校 五十嵐 浩子◇ 荒井 雅則 

小平第八小学校 高橋 和雄 安江 香世子  小平第二中学校 清水 公明 高橋  保 

小平第九小学校 松原  修◇ 青木 俊哉  小平第三中学校 加藤  忠 藤﨑 卓男 

小平第十小学校 本 忠明 井口  修◆  小平第四中学校 廣田 幸男 峯岸 貴彦 

小平第十一小学校 野口 美智子 稲倉 淑子◇  小平第五中学校 松村  惇 北野 一也◆ 

小平第十二小学校 永井 義明 山縣 弘典  小平第六中学校 阿部 善雄◆ 中島 富士雄◇

小平第十三小学校 西  俊幸◇ 森田 光昭  上水中学校 五味 一男◇ 長岡 直行 

小平第十四小学校 村松 守夫 小杉  晃  花小金井南中学校 丹羽 信介 昆  雅子 

 ◇市外からの転任 ◆市内での昇任・転任 

鈴鈴
木木
遺遺
跡跡
がが
東東
京京
都都
文文
化化
財財
にに  

指指
定定
ささ
れれ
まま
しし
たた  

こ
の
た
び
、
鈴
木
町
を
中
心
に
所
在

し
て
い
る
鈴
木
遺
跡
が
、
東
京
都
教
育

委
員
会
か
ら
東
京
都
指
定
有
形
文
化

財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
小
平

市
で
は
、
「
小
川
家
文
書
」
に
次
い
で
二

つ
目
の
東
京
都
文
化
財
と
な
り
ま
す
。 

今
回
指
定
さ
れ
た
所
在
地
は
、
鈴
木

小
学
校
隣
接
保
存
区
と
、
鈴
木
遺
跡

資
料
館
敷
地
で
す
。 

鈴
木
遺
跡
は
、
昭
和

49

年

6

月

に
、
現
在
の
鈴
木
小
学
校
用
地
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
局
部
磨
製
石
器
や
礫
群

（
れ
き
ぐ
ん
）
な
ど
数
多
く
の
遺
物
・
遺
構

が
見
つ
か
り
、
約
3
万
2
千
年
か
ら

1
万
2
千
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代

の
人
々
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
我
が
国
を
代
表
す
る
遺
跡
と
し
て
、

広
く
内
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

鈴
木
町
に
あ
る
鈴
木
遺
跡
資
料
館

で
は
、
鈴
木
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器

な
ど
の
遺
物
や
、
石
器
作
り
の
跡
・
地

層
標
本
な
ど
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
を
ぜ
ひ
訪

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

◇
問
合
せ
◇
生
涯
学
習
推
進
課 

電
話
042
（
3
4
6
）
9
5
0
1 

小
平
市
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会 

保
護
者
委
員
を
募
集  

▽
応
募
資
格
（次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
） 

◆
小
平
市
立
中
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の
保
護
者 

◆
昼
間
（
午
後
）の
時
間
帯
に
活
動
で
き
る
方 

◆
小
平
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
に
な
っ

て
い
な
い
方 

▽
募
集
人
員 

A
コ
ー
ス
（
第
二
・
第
四
・
第
五
・
上

水
中
学
校
）
2
名
、
B
コ
ー
ス
（
第
一
・
第
三
・
第

六
・
花
小
金
井
南
中
学
校
）
2
名
の
合
計
4
名 

▽
任
期 

平
成
24
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
25
年

5
月
31
日
ま
で
の
1
年
間 

▽
報
酬 

1
回
1
万
2
千
円
（
年
3
回
、
6
、

11
、
2
月
を
予
定
） 

▽
応
募
方
法 

課
題
作
文
「
中
学
校
給
食
に
期
待

す
る
こ
と
（
8
百
字
以
内
）
」
を
添
え
て
、
学
校

名
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
徒
の
学

年
を
記
入
の
う
え
、
送
付
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
（
応
募
用
紙
は
各
学
校
で
受
け
取

る
か
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
） 

▽
応
募
締
切 

平
成
24
年
4
月
20
日
（金
）
必
着 

◇
問
合
せ
◇ 

〒1
8
7
-0

0
3
1

小
平
市
小
川
東
町
5-

17-

10 

小
平
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

電
話
042
（
3
4
5
）
2
8
2
1 

 
 

 
 

FAX 

042
（
3
4
5
）
2
7
2
1 

小
平
市
教
育
振
興
基
本
計
画
検
討
委
員
会 

公
募
委
員
を
募
集

応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
報
4
月
20
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◆改修工事による施設の利用中止 

 平成 25 年の国民体育大会開催に

向け、第 1 体育室の改修工事を行い

ます。工事期間中、第 2 体育室は個

人開放となりますが、工事の状況に

よっては中止となる場合があります。 

 ▽工事日程：5 月 7 日～8 月 31 日 

 ▽期間中の第 2 体育室の利用 

  月曜・火曜・木曜から日曜日： 

    バドミントン、卓球

  水曜日： 

バスケットボール、ネオテニス他

◆臨時休館 

 設備改修、プールの水の入替え及

び清掃を行います。 

 ▽6 月 5 日（火） 

※6 月 4 日（月）は通常の休館日のた

め、2 日間連続の休館となります。 

◇問合せ◇体育課（市民総合体育館内）

電話 042（343）1611 

月日 会議等      ／     イベント等 

4 月 19 日（木） 教育委員会定例会 

 22 日（日） 第 31 回小平グリーンロード歩こう会 

5 月 8 日（火） 教育委員学校訪問（四中、十小、鈴木小） 

 10 日（木） 図書館協議会 

中学校音楽鑑賞教室（ルネこだいら） 

 11 日（金） 青少年委員会 

小学校音楽鑑賞教室（ルネこだいら） 

 12 日（土） 第 55 回全日本花いっぱい小平大会※ 

 13 日（日） グリーンフェスティバル※ 

 19 日（土） 仲町公民館まつり（～20 日） 

 21 日（月） 中学校 学校公開週間（～25 日） 

 22 日（火） 教育委員会定例会 

公民館運営審議会 

 26 日（土） 上宿公民館まつり（～27 日） 

 28 日（月） 小学校 学校公開週間（～6 月 1 日） 

※教育委員会の主催行事ではありません。 

教育委員会の行事

平成24(2012)年 
4 月 12 日発行 

※主なものを掲載しています。また、開催日等は

変更になる場合があります。 
◇市民総合体育館からのお知らせ◇
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（2） 

こここだだだいいいららら共共共通通通プププロロログググラララムムム   

目目指指すす 1155 歳歳（（99 年年間間のの義義務務教教育育修修了了時時））のの子子どどももたたちちのの姿姿  

 《こだいら共通プログラム》とは… 

小平市立小・中学校の児童・生徒の現状や、小平市教育委員会と各学校がこれまで取り組んできた成果と課題か

ら、「学力の向上」「健全育成の推進」「体力の向上」「キャリア教育の推進」「特別支援教育の推進」の 5 つのテーマが

導き出されました。このテーマに沿って、小平市立小・中学校全校が共通に、次のことに取り組みます。 

◇家庭・地域のみなさまへ◇ 

小平市立小・中学校では、子どもたち一人一人が「わかった、できた」という実感が味わえる教育活動に努め

てまいります。今後とも、学校公開週間をはじめ、様々な機会を通じて学校の様子をお伝えします。 

また、「あいさつ」や「読書」、「体力の向上に関わること」など、子どもたちへの声かけや子どもたちと一緒の取

組を、保護者や地域のみなさまとともに行っていきたいと考えております。ぜひ、ご理解・ご協力をお願いいたし

ます。 

※ここに掲載できなかった詳しい内容や、小平市立学校の教育活動については、下記にてご覧いただけます。

掲載先：小平市教育委員会ホームページ「こげらネット」http://www.kodaira.ed.jp

【小平第一中学校区】 ：小平第一中学校、小平第十四小学校、学園東小学校 

【小平第二中学校区】 ：小平第二中学校、小平第六小学校、小平第十三小学校 

【小平第三中学校区】 ：小平第三中学校、小平第二小学校、小平第九小学校、鈴木小学校 

【小平第四中学校区】 ：小平第四中学校、小平第四小学校、小平第十小学校、小平第十五小学校 

【小平第五中学校区】 ：小平第五中学校、小平第一小学校、小平第十二小学校、上宿小学校 

【小平第六中学校区】 ：小平第六中学校、小平第七小学校、小平第十一小学校 

【上水中学校区】 ：上水中学校、小平第三小学校 

【花小金井南中学校区】 ：花小金井南中学校、小平第五小学校、小平第八小学校、花小金井小学校 

※小平市では、児童が小平市立中学校に進学する際、１つの小学校から複数の中学校に進学します。そのため、

上記のような中学校区を設定し、小・中連携教育を進めていきます。なお、複数の中学校に進学する小学校で

は、上記の中学校以外の進学先の中学校とも、十分に連携を図っていきます。 

中学校区って？ 

としました。具体的には次のとおりです。 

◆すすんで学び合う子………………… 意欲的に学習に取り組むとともに、他者の考えから自らの考えをさらに

深めるなど、互いに学び合う。 

◆自他を大切にする子………………… 状況や相手の気持ちを考えた言動をする。 

◆すすんで運動する子………………… 自らの健康を考え、生涯にわたりすすんで運動をする。 

◆将来に夢をもつ子…………………… 自分のよさに気付き、社会の中で自分の役割を考える中で、将来に夢を

もつ。 

◆誰とでも分け隔てなしに接する子… 自他の違いとよさを認め、互いに安全で安心できる関係を築こうとする。 

 小平市立小・中学校の小・中連

携教育は、「学力の向上」「健全育

成の推進」「体力の向上」「キャリア

教育の推進」「特別支援教育の推

進」の 5 つの視点を中心に実施し

ていきます。 

 

学校における取組と教育委員会の役割などの関係 

家庭 地域 

こだいら共通 

プログラム 

中学校区の 

取組 

学校独自の 

取組 各中学校区の児童・生

徒の実態に応じた中学

校区ごとの取組の実践 

各学校の児童・生徒の

実態に応じた学校ごと

の特色ある教育の実践 

小平市教育委員会 

・教員の研修会の設定 ・小平市立学校の小・中連携教育に関わる情報提供など 

今年度スタートの 

将来に向かって、学び続ける子 

学力の向上 

「読書マラソン」 

読書カードの作成 

☆目標年間読書ページ数に向かって日常的に読書に親しもう。 

その他：読書交流（本の紹介）、学級文庫の充実、推進図書一覧の作

成、読書時間の目安の設定 
1 

健全育成の推進 

「あいさつは 

こころのリボン」

あいさつ運動の実施 

☆あいさつカードを活用し、場に応じたあいさつを行おう。 

その他：コミュニケーション能力を高める指導の充実、あいさつに関わ

るポスターや標語の掲示、保護者と協力したあいさつ 
2 

体力の向上 

「体力アップ 

チャレンジ」

体力調査の活用 

☆小・中９年間の記録をもとに、自分の課題を見つけ体力の向上を図ろ

う。 

☆体力調査をもとに、体育に関わる指導方法の改善に役立てる。 
3 

キャリア教育の推進 

「みつめよう 

未来の自分」

自分のよさを発見、将来の夢の設定 

☆「自己肯定感」「将来設計能力」の視点で、各学校の指導内容の工夫・

充実を図る。 

☆児童・生徒・保護者を対象に、キャリアに関わるアンケートを実施する。 
4 

特別支援教育の推進 

「こだいら 

これだけは」

特別支援教育の視点での教育環境づくり 

☆授業の流れなどを掲示し、児童・生徒が見通しをもてるようにする。 

☆情報刺激の少ない（集中して活動できる）教育環境づくりをする。 

その他：活動の時間や終了時刻を視覚や聴覚でつかめるような提示

方法の工夫（小学校）、わかりやすい配布物の作成（中学校）

5 


